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Gómez Torrego(2002)と同(2003)の新装改訂版である。Gómez Torrego(2006a:7)によると 2005












2010 年 11 月 5 日に RAE が正書法の新しい版を出版することがマスコミに発表された。当




Ch y ll ya no son letras del alfabeto.
Solo café solo, sin tilde.
Guion, también sin tilde.
4 o 5 y no 4 ó 5.
Catar y no Qatar 
 記事の中で例示されている項目
  ・アルファベットの中で複数の呼び方を持つものがあったがひとつのアルファベッ
トにひとつの呼び名をつけることにする b = be, v = ube, w = doble uve
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Ch y ll ya no son letras del alfabeto.
Solo café solo, sin tilde.
Guion, también sin tilde.
4 o 5 y no 4 ó 5.
Catar y no Qatar 
 記事の中で例示されている項目
  ・アルファベットの中で複数の呼び方を持つものがあったがひとつのアルファベッ
トにひとつの呼び名をつけることにする b = be, v = ube, w = doble uve
・指示代名詞の éste, éstaなどもアクセント記号が廃止され、este,esta…と書かれる
・quórumは cuórumと書かれる
・huí → hui, riáis → riais, Sión → Sion, truhán → truhan, fié→ fie 
・Iraq → Irak
 
アルファベットとしての chと llの廃止や guion, truhanのような二重母音を持つ単音節語はも
はやアクセント記号をつけないのが正しく、つけるのは間違いである、といったような、読者が















別のためのアクセント記号の例として sólo と soloの例が挙げられているが、例文も含めて説明













 LETRA            NOMBRE                    NOMBRE
EN EL ESPAÑOL DE ESPAÑA  EN EL ESPAÑOL DE AMÉRICA
b             be                     be, be larga, be grande,
be alta
                                    uve, ve, ve corta,
v             uve               ve chica o chiquita
                                    ve pequeña, ve baja
ve doble, doble ve,












いて、たとえば 5.4.3.1.「複数の名前を持つ文字」の注意書きとして、文字 v についての表現と
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0) 本稿は 2011 年 4 月 23 日に関西学院大学梅田キャンパスにおいて開催された第 342 回
関西スペイン語研究会例会での口頭発表の内容に一部修正を加え文章化したものであ
る。当日貴重なご意見やご指摘を下さった参加者の皆様に心から感謝いたします。
1) 旧版は 162 ページ、新版は 745 ページで、内容構成も異なる。なお、『新正書法』とは本
稿の参考文献中、Real Academia Española (1999b) を指す。
2) 正式名称は Variación léxica del español en el mundoである。
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8) 原文は以下の通り。押しつけがましさのないソフトな表現で ye の発音が推奨されているの
がわかる。
   Aunque las obras académicas más recientes volvieron a señalar como preferente el nombre 
tradicional de i griega, hoy se considera preferible proponer el nombre ye como el único 
recomendado para todo el ámbito hispánico, por ser más simple y distinguirse directamente, 




10) 『新正書法』 p.71 Advertenciaを参照。
11) 『新正書法』 p.70 Información adicionalを参照。カタルーニャ語で be altaと be baixaを区
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